
４府県
その他

府県
「みなし仮設」

「明確に決まって
いない」

都道県

応急仮設住宅に関する
都道府県方針

災害発生時、建設型の仮設住宅と
「みなし仮設」のどちらを優先的に
供給するか決めているか ※

石
川
県
は
地
震
対
応
を
優
先
し
て
い
る
た
め
未
回
答

「建設型仮設住宅が優先」
とした都道府県はゼロ

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区

レバノン

エルサレムエルサレムエルサレム

ヨルダン川
西岸
ヨルダン川
西岸

30km

※
米「
戦
争
研
究
所
」な
ど
に
よ
る

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
進
軍
エ
リ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
制
圧
エ
リ
ア

ガ
ザ
地
区
を
巡
る
状
況

5km

エ
ジ
プ
ト

ガザ地区
ガザ市

イスラ
エル
イスラ
エル

地中海

ラファ

ア
シ
ュ

ド
ッ
ド

ケレム
シャローム
検問所

エレズ検問所

⑤Ｓｕｎｄａｙ経済

⑥⑦ちまた、囲碁・将棋

⑥小説「ひまわり」

⑧文化

⑯⑰⑱スポーツ

⑳�テレビ・ラジオ

　電動キックボードの一部で運転免許が

不要になった昨年７月の法改正以降、１

カ月当たりの事故件数が６倍超に急増し

ている。規制緩和を追い風に利用者が増

えたが、新制度を知らないことが原因と

みられる違反もある。

　香川県が「空飛ぶクルマ」の導入に向

けて計画を進めている。次世代の交通シ

ステムで２０２５年大阪・関西万博の目玉と

して注目が集まっており、県は実用化へ

のロードマップを作成。具体的な飛行ル

ートを提示し、参入企業を募っている。

　ＪＲ西日本は６日、特急「やくも」（岡山

―出雲市間）の新型車両「２７３系」の運行

をスタートさせた。出発式典が岡山駅で

あり、大勢の

乗客や鉄道フ

ァンがブロン

ズ色の真新し

い列車の門出

を祝福した。

　「不登校は人生をより良くする

ためのチャンス。学校に戻ること

が成功ではない。未来に向かって

歩き出し、今このときを楽しめる

ことがゴール。そのために子ども

たちの『好き』を見つけてとにか

く伸ばすんです」

　不登校の子どもの支援に取り組

むＮＰＯ法人「ステップ」（岡山

市北区下石井）理事長、原昌広さ

ん（�）が言葉に力を込める。自宅

訪問によるカウンセリングや学習

指導、キャリア教育…。小学校、

高校と２度、不登校で苦しんだ自

身の経験も踏まえたオーダーメー

ドの支援を展開している。

　　　４面に掲載

　
今
月
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
虎
に
翼
」
に
第
１
週
か
ら
引
き

込
ま
れ
た
。
昭
和
の
初
め
、
女
学
校
の

と
も

こ

卒
業
を
控
え
た
主
人
公
の
寅
子
は
た
ま

た
ま
訪
ね
た
大
学
で
、
聞
こ
え
て
き
た

「
女
性
は
無
能
力
者
」
と
い
う
言
葉
に
驚
く
▼
教

室
で
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
明
治
時
代
に
制
定
さ

れ
た
民
法
の
講
義
だ
っ
た
。
女
性
は
結
婚
す
る
と

法
律
上
、
無
能
力
者
と
さ
れ
、
妻
の
財
産
は
夫
が

管
理
し
、
妻
が
働
く
場
合
は
夫
の
許
可
が
必
要
だ

っ
た
。
「
は
ぁ
？
」
。
寅
子
で
な
く
て
も
大
き
な

声
を
上
げ
た
く
な
る
▼
あ
ま
り
に
男
尊
女
卑
な
明

治
民
法
は
後
に
改
め
ら
れ
る
。
第
２
次
世
界
大
戦

後
、
男
女
平
等
を
定
め
た
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
。

た
だ
、
法
律
が
変
わ
り
、
進
学
も
就
職
も
制
限
さ

れ
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
社
会
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
の
意
識
は
残
る
▼
「
平

成
の
時
代
に
も
、
女
は
そ
ん
な
に
勉
強
し
な
く
て

い
い
と
言
わ
れ
た
」
「
寅
子
が
直
面
す
る
問
題
は

令
和
の
時
代
に
も
存
在
す
る
」
…
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交

流
サ
イ
ト
）
で
は
主
人
公
に
自
身
を
重
ね
る
女
性

た
ち
の
投
稿
も
目
立
つ
▼
寅
子
の
モ
デ
ル
と
さ
れ

み

ぶ
ち

よ
し

る
の
は
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
の
一
人
、
三
淵
嘉

こ子
さ
ん
（
１
９
１
４
～
�
年
）
。
司
法
の
分
野
で

道
な
き
道
を
切
り
開
い
た
人
で
あ
る
。
今
年
で
没

後
�
年
に
な
る
▼
ド
ラ
マ
の
中
の
寅
子
の
口
癖
は

「
は
て
？
」
。
疑
問
を
感
じ
た
ら
立
ち
止
ま
り
、

「
な
ぜ
？
」
「
ど
う
し
て
？
」
と
問
い
か
け
る
。

誰
か
が
声
を
上
げ
れ
ば
社
会
は
変
わ
る
。
こ
れ
ま

で
も
、
こ
れ
か
ら
も
。

２
０
２
４
・
４
・
７

�のち　�時々　�一時　天気の下は降水確率。予想気温は
上が最高、下が最低

きょう あす

岡山南
２３
１００ ０ ０

岡山北
２４
�０ ０ ０

広島
２２
１２０ １０ １０

高松
２１
１２０ １０ １０

鳥取 ０

松江 ０

高知 ２０

大阪 ２０

名古屋 １０

東京 ５０

仙台 ７０

札幌 ０

福岡 ３０

鹿児島 ６０

那覇 ８０

８ （月）

５０

５０

５０

６０

２１

１３

２１

１０

２１

１４

２１

１４

４０

４０

９０

５０

８０

６０

４０

３０

７０

９０

９０

９ （火）

４０

４０

４０

４０

２０

１０

２０

７

２２

１３

１９

１１

１０（水）

２０

２０

２０

２０

２１

７

２１

４

２２

９

１９

８

１１（木）

３０

３０

３０

２０

２２

８

２２

５

２２

１０

２０

９

１２（金）

２０

２０

２０

２０

２３

８

２３

５

２２

１１

２１

１０

１３（土）

２０

２０

２０

３０

２４

１０

２４

７

２３

１１

２２

１０

　７日の瀬戸内は高気圧に
覆われ、多少雲が広がるく
らいで、おおむね晴れるだ
ろう。最高気温は�～�度
くらいで日中は汗ばむくら
いの陽気となりそうだ。海

の波は岡山、広島、香川と
もに０．５㍍。岡山県南部は
北のち南の風、北部は北東
日中南の風。８日は前線が
西日本の南岸付近へ北上し
広く雨が降るだろう。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
が
続
く
中
、
ガ
ザ
地
区
北
部
の

ジ
ャ
バ
リ
ヤ
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
上
が
る
煙
＝
５
日

（
ゲ
ッ
テ
ィ
＝
共
同
）

賃
上
げ
税
制
　
賃
上
げ
率
が
一
定
水
準
を
上
回
っ
た
企

業
の
法
人
税
を
軽
く
す
る
減
税
措
置
。
第
２
次
安
倍
政
権

下
の
２
０
１
３
年
度
に
導
入
さ
れ
、
岸
田
政
権
が
�
年
度
税
制
改
正
で
控

除
率
を
引
き
上
げ
る
な
ど
し
て
強
化
し
た
。
�
年
度
税
制
改
正
で
は
、
子

育
て
支
援
や
女
性
登
用
に
積
極
的
な
企
業
ほ
ど
優
遇
を
強
化
す
る
な
ど
の

見
直
し
を
実
施
。
法
人
税
を
納
め
て
い
な
い
赤
字
の
中
小
企
業
で
も
、
賃

上
げ
を
し
た
場
合
は
将
来
の
黒
字
を
見
込
ん
で
一
定
期
間
、
減
税
の
権
利

を
繰
り
越
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
日
産
自
動
車
が
下
請
法
違
反

で
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
勧
告

を
受
け
た
の
に
伴
い
、
賃
上
げ

に
積
極
的
な
企
業
の
法
人
税
を

軽
減
す
る
優
遇
税
制
を
利
用
す

る
資
格
を
失
っ
た
こ
と
が
６

日
、
分
か
っ
た
。
下
請
け
企
業

へ
の
納
入
代
金
を
発
注
後
に
減

額
す
る
な
ど
の
姿
勢
が
問
題
と

な
っ
た
た
め
で
、
少
な
く
と
も

１
年
間
は
資
格
が
戻
ら
な
い
。

２
０
２
３
年
度
分
の
法
人
税
を

納
税
す
る
際
に
見
込
ん
で
い
た

減
税
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、

利
益
の
押
し
下
げ
要
因
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
賃
上
げ
税
制
は
、
継
続
雇
用

者
の
給
与
な
ど
の
総
額
を
前
年

度
よ
り
増
や
し
た
企
業
の
法
人

税
を
減
税
す
る
仕
組
み
で
、
�

年
度
に
導
入
。
制
度
が
拡
充
さ

れ
た
�
年
度
は
減
税
額
が
５
１

５
０
億
円
ま
で
伸
び
、
導
入
以

降
で
最
大
と
な
っ
た
。
日
産
も

�
年
度
分
の
納
税
ま
で
制
度
を

利
用
し
て
い
る
と
い
う
。

　
た
だ
大
企
業
が
制
度
を
利
用

す
る
に
は
、
下
請
け
い
じ
め
を

防
い
で
取
引
適
正
化
に
努
め
る

こ
と
な
ど
を
約
束
す
る
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」を
、

政
府
な
ど
が
つ
く
る
専
用
サ
イ

ト
で
公
表
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
日
産
は
今
年
３
月
に
公

取
委
の
勧
告
を
受
け
て
掲
載
が

削
除
さ
れ
た
た
め
、
対
象
か
ら

外
れ
た
。
一
度
削
除
さ
れ
る
と

少
な
く
と
も
１
年
間
は
再
掲
載

さ
れ
ず
、
税
優
遇
が
適
用
さ
れ

な
く
な
る
。

　
日
産
は
�
年
春
闘
で
、
労
働

組
合
が
要
求
し
た
月
額
平
均
１

万
２
千
円
の
賃
上
げ
に
満
額
で

回
答
。
３
・
４
％
の
賃
上
げ
を

実
施
し
た
。
今
春
闘
で
も
５
％

の
賃
上
げ
率
と
な
る
１
万
８
千

円
の
要
求
に
満
額
で
応
じ
て
い

る
。
下
請
法
違
反
が
な
け
れ
ば

�
年
度
分
の
法
人
税
は
軽
減
対

象
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
�
年
度
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

の
返
納
は
生
じ
な
い
見
通
し
。

最
短
の
１
年
間
で
宣
言
が
再
掲

載
で
き
れ
ば
、
�
年
度
分
か
ら

資
格
が
戻
る
。

　
日
産
の
下
請
法
違
反
を
巡
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
約
２
年
間

に
部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
�
社
に

対
し
、
一
度
決
ま
っ
た
支
払
代

金
か
ら
計
�
億
円
超
を
不
当
に

減
額
し
た
と
公
取
委
が
認
定
。

再
発
防
止
を
勧
告
し
た
。

　
【
エ
ル
サ
レ
ム
共
同
】
昨
年
�
月
に
始
ま
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ

自
治
区
ガ
ザ
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の

戦
闘
は
７
日
で
半
年
。
ガ
ザ
側
の
犠
牲
者
は
３
万
３
千
人
以
上

と
な
り
、
餓
死
者
が
出
る
な
ど
人
道
危
機
も
深
刻
さ
を
増
し
て

い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
き
た
米
国
を
含
め
、

民
間
人
の
被
害
拡
大
を
懸
念
す
る
国
際
社
会
は
停
戦
へ
の
圧
力

を
強
め
る
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
間
接
交
渉
は
難
航
し
、

戦
闘
終
結
は
依
然
見
え
な
い
。
（
３
面
に
関
連
記
事
）

　
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
と
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
に

よ
る
４
日
の
電
話
会
談
を
受

け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
時
内
閣
は

５
日
、
人
道
支
援
物
資
の
搬
入

拡
大
に
向
け
た
緊
急
措
置
実

施
を
決
め
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
中

部
ア
シ
ュ
ド
ッ
ド
港
や
ガ
ザ
北

部
の
エ
レ
ズ
検
問
所
を
通
じ

た
一
時
的
な
物
資
搬
入
の
ほ

か
、
ガ
ザ
南
部
ケ
レ
ム
シ
ャ
ロ

ー
ム
検
問
所
を
経
由
し
た
ヨ
ル

ダ
ン
か
ら
の
搬
入
拡
大
も
認
め

る
。

　
米
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、
ア
ク

シ
オ
ス
は
５
日
、
バ
イ
デ
ン
氏

が
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
と
の
電
話
会

談
で
、
ガ
ザ
の
人
道
支
援
関
係

者
や
民
間
人
を
保
護
す
る
具
体

策
を
取
ら
な
け
れ
ば
「
イ
ス
ラ

エ
ル
を
支
援
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」と
通
告
し
た
と
報
じ
た
。

米
国
と
し
て
は
異
例
の
警
告
。

バ
イ
デ
ン
氏
は
支
援
再
開
の
た

め
即
時
停
戦
も
求
め
た
が
、
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
氏
は
必
要
な
い
と
し

て
拒
否
し
た
。

　
戦
闘
休
止
と
人
質
解
放
を
巡

る
交
渉
は
仲
介
国
エ
ジ
プ
ト
の

首
都
カ
イ
ロ
で
近
く
行
わ
れ

る
。
米
中
央
情
報
局
（Ｃ
Ｉ
Ａ
）

の
バ
ー
ン
ズ
長
官
や
イ
ス
ラ
エ

ル
の
対
外
特
務
機
関
モ
サ
ド
の

バ
ル
ネ
ア
長
官
ら
が
参
加
。
ハ

マ
ス
も
６
日
に
声
明
で
、
７
日

に
代
表
団
を
派
遣
す
る
と
表
明

し
た
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る

と
バ
イ
デ
ン
氏
は
５
日
、
エ
ジ

プ
ト
と
カ
タ
ー
ル
の
両
首
脳
に

書
簡
を
送
り
、
合
意
に
向
け
ハ

マ
ス
に
圧
力
を
か
け
る
よ
う
求

め
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
協
議
さ
れ
て
い

る
案
で
は
６
週
間
の
戦
闘
休
止

期
間
を
設
け
、
ハ
マ
ス
が
人
質

�
人
を
解
放
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル

が
拘
束
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
約

７
０
０
人
を
釈
放
す
る
。
ハ
マ

ス
は
恒
久
停
戦
や
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
の
ガ
ザ
撤
収
を
求
め
て
い
る

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
応
じ
な
い

構
え
で
、
ガ
ザ
最
南
部
ラ
フ
ァ

へ
の
地
上
侵
攻
を
実
行
す
る
構

え
を
崩
し
て
い
な
い
。

　
ガ
ザ
保
健
当
局
は
６
日
、
戦

闘
開
始
以
降
の
ガ
ザ
側
死
者
が

３
万
３
１
３
７
人
に
な
っ
た
と

発
表
し
た
。

　
災
害
時
に
応
急
仮
設
住
宅
が

必
要
に
な
っ
た
際
、
岡
山
、
広

島
な
ど
�
府
県
が
ア
パ
ー
ト
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
き
部
屋
な
ど

を
利
用
す
る
「
み
な
し
仮
設
」

を
、
プ
レ
ハ
ブ
な
ど
の
「
建
設

型
」
よ
り
優
先
的
に
供
給
す
る

方
針
で
あ
る
こ
と
が
６
日
、
共

同
通
信
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

�
府
県
全
て
が
迅
速
に
提
供
で

き
る
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
た
。

建
設
型
を
優
先
し
て
供
給
す
る

と
し
た
都
道
府
県
は
な
か
っ

た
。
（
２
面
に
関
連
記
事
）

　
能
登
半
島
地
震
で
も
積
極
的

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
近
年
は
み

な
し
仮
設
が
主
流
に
な
っ
て
い

る
傾
向
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
た

だ
空
き
地
な
ど
に
ま
と
め
る
建

設
型
と
異
な
り
、
み
な
し
仮
設

は
地
域
が
分
断
さ
れ
や
す
く
、

被
災
者
の
孤
立
に
つ
な
が
り
や

す
い
。
ケ
ア
が
必
要
な
人
に
目

が
届
き
に
く
く
な
る
こ
と
か
ら

孤
独
死
と
い
っ
た
問
題
も
表
面

化
し
て
い
る
。

　
調
査
は
１
月
以
降
に
実
施

し
、
建
設
型
と
み
な
し
仮
設
の

ど
ち
ら
を
優
先
供
給
す
る
か
決

め
て
い
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
。

能
登
半
島
地
震
対
応
を
優
先
す

る
石
川
以
外
か
ら
回
答
を
得

た
。

　
み
な
し
仮
設
を
「
優
先
す
る
」

と
し
た
�
府
県
は
、
青
森
、
神

奈
川
、
和
歌
山
な
ど
。
「
建
設

型
に
比
べ
て
速
や
か
な
提
供
が

可
能
」
（
埼
玉
）
、
「
既
存
住

宅
を
活
用
し
早
急
に
対
応
で
き

る
」
（
岡
山
）
と
い
っ
た
理
由

が
挙
が
っ
た
。
広
島
は
「
被
災

者
が
離
れ
る
こ
と
が
難
し
い
地

域
、
賃
貸
型
が
少
な
い
地
域
、

大
量
の
仮
設
住
宅
が
必
要
な
場

合
は
建
設
型
が
中
心
」
と
付
記

し
た
。

　
一
方
、
�
都
道
県
は
方
針
が

「
明
確
に
決
ま
っ
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
。
高
知
は
「
賃
貸

物
件
の
多
い
地
域
で
は
み
な
し

仮
設
優
先
、
少
な
い
エ
リ
ア
は

建
設
型
優
先
で
供
給
す
る
」
と

説
明
。
こ
の
他
に
も
宮
城
や
兵

庫
な
ど
多
く
の
自
治
体
が
、
災

害
の
規
模
や
地
域
に
よ
っ
て
状

況
が
変
わ
る
と
し
た
。

　
「
そ
の
他
」
は
４
府
県
。
岩

手
は
「
仮
設
住
宅
の
形
態
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
早
期
の
供
与
を
図

る
」
と
説
明
し
、
香
川
は
「
被

災
者
が
民
間
賃
貸
住
宅
を
希

望
し
、
借
り
上
げ
が
可
能
な
ら

賃
貸
型
を
優
先
す
る
」
と
答
え

た
。

　
み
な
し
仮
設
は
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
で
本
格
的
に

活
用
さ
れ
、
�
年
の
熊
本
地
震

や
�
年
の
西
日
本
豪
雨
で
も
多

く
使
わ
れ
た
。
能
登
地
震
で
は

発
災
３
日
後
の
１
月
４
日
に
石

川
県
が
各
市
町
に
窓
口
を
設
け

る
よ
う
通
知
し
、
順
次
入
居
が

開
始
。
一
方
、
建
設
型
の
入
居

は
２
月
３
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
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